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2潮さい（H31.2.15 No.136）

ఆ　ྫ　会

第４回定例会
12݄10೔ʙ1�೔ʢ̑೔ؒʣ

۽
ຊ
ݝ
ٞ
会
ٞ
員
બ
ڍ

　ொ௕͔ΒఏҊされͨ৚ྫͷҰ෦վਖ਼ɺิਖ਼༧ࢉɺਓࣄҊ݅Λ৻ॏ৹議͠ɺશͯݪҊͷͱ͓りՄܾ
ͨ͠。
　Ұൠ࣭໰は̕ਓがߦいɺさま͟まな֯౓͔Βொͷ࢟੎Λͨだͨ͠。

ொ༗஍ϒϩοΫญղମࣄ޻�ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ���ສԁ�
町༗஍ʹઃஔ͞ΕͨݥةϒϩοΫญͷղମۀࣄඅ

;Δ͞ͱೲ੫ۀࣄ�ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ���ສԁ�
;Δ͞ͱೲ੫ͷࡀೖ૿ࠐݟʹ൐͏ܦඅ౳

૯߹ߦ੓γεςϜ։ ʢൃมߋʣҕୗۀࣄ�ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ���ສԁ�
৽ݩ߸ରԠͷͨΊͷγεςϜվम

຿�ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋࣄڍ会ٞһબٞݝຊ۽ ���ສԁ�
ฏ੒��೥݄̐̓೔ʹߦΘΕΔ۽ຊݝ議会議һબڍͷ४උߦҝ౳ʹ൐͏අ༻

೶ࢪۀઃ੔උิۀࣄॿŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ���ສԁ�
ԃాߴ

㆛ㆌ

ͷվमۀࣄʹର͢Δิॿۚ

ୈೋෲ੺஍۠౔஍վྑۀࣄʢ۠ը੔ཧʣෛ୲ۚŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ���ສԁ�
ର͢Δෛ୲ۚͷ௥Ճ෼ʹۀࣄݝ

௕ऱߓ஍ํߓ࿷վमۀࣄෛ୲ۚŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ���ສԁ�
ର͢Δෛ୲ۚͷ௥Ճ෼ʹۀࣄݝ

౎ܭࢢըۀࣄෛ୲ۚ�ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ���ສԁ�
ʹઢʣ໊ۄըಓ࿏ 長洲ܭࢢʢ౎ۀࣄݝ ର͢Δෛ୲ۚͷ௥Ճ෼

बֶԉॿඅɾಛผࢧԉڭҭबֶ঑ྭඅ�ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ⁾���ສԁɾʒ ���ສԁ�
౰ॳͷࠐݟΈΑΓೝఆऀ਺͕૿Ճ

۽
ຊ
ݝ
ٞ
会
ٞ
員
બ
ڍ
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ओͳࡀग़



3 潮さい（H31.2.15 No.136）

ఆ　ྫ　会

平成30年度特別会計補正予算の主な内容

ܭಛผ会ݥอ߁ຽ݈ࠃ

ܭҩྍಛผ会ऀྸߴظޙ

ͳ͕͢ະདྷؗのࢦ定؅ཧऀのࢦ定

ิਖ਼લのֹŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ��ԯ���ສԁ

ิ ਖ਼ ֹŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ���ສԁ

૯ ֹŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ��ԯ���ສԁ

ओ ͳ ಺ ༰ɹอجݥ൫҆定܁ೖۚの૿ֹ

ิਖ਼લのֹŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ �ԯ���ສԁ

ิ ਖ਼ ֹŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ˛���ສԁ

૯ ֹŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ �ԯ���ສԁ

ओ ͳ ಺ ༰ɹอجݥ൫҆定܁ೖۚのֹݮ

ࢦ 定 の ظ ؒ ฏ੒��೥݄̐̍೔ʙ

ฏ੒��೥݄̏��೔

�定؅ཧऀͱͳΔஂମࢦ 会ࣾɹ෣୆෩ࣜג

ࢪ ઃ の ໊ শ ͳ͕すະདྷؗ
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ఆ　ྫ　会
【
内
容
】

　

損
害
賠
償
請
求
控
訴
事

件
の
弁
護
業
務
委
託
費
用

を
専
決
処
分
し
た
も
の
。

歳　

入

　

総
合
賠
償
補
償
保
険
金

　

��
万
８
０
０
０
円

歳　

出

　

控
訴
審
弁
護
業
務
委
託
料

　

１
０
８
万
５
０
０
０
円

໰
（
磯
野
議
員
）

町
が
敗
訴
の
場
合
ど

う
な
る
の
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

結
果
に
つ
い
て
の
取

り
扱
い
全
般
に
つ
い
て
検

討
を
考
え
る
。

໰
（
大
森
議
員
）

平
成
��
年
度
の
後
期

高
齢
者
医
療
負
担
金
精
算

が
２
０
０
０
万
円
あ
る
が
、

９
月
議
会
の
前
年
度
の
決

算
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

５
月
の
出
納
閉
鎖
後

に
��
年
度
分
が
確
定
し
、

そ
の
後
��
月
の
広
域
議
会

を
経
て
、
町
に
通
知
が
あ

る
の
で
��
月
議
会
で
補
正

す
る
。

໰
（
大
森
議
員
）

地
方
自
治
体
の
決
算

に
つ
い
て
、
確
定
後
に
補

正
が
あ
る
の
は
総
務
省
も

認
め
て
い
る
の
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

決
算
で
タ
イ
ミ
ン
グ

の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
点

で
、
総
務
省
の
確
認
は
と

れ
て
い
な
い
が
、
広
域
の

制
度
上
こ
の
や
り
方
で
あ

る
。

໰
（
福
永
議
員
）

公
債
費
の
元
金
に
追

加
が
あ
る
。
ど
う
い
う
こ

と
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

今
回
の
補
正
は
、
平

成
��
年
度
に
借
り
た
臨
時

財
政
対
策
債
の
利
率
見
直

し
が
要
因
で
あ
り
、
利
息

が
減
っ
た
分
、
利
子
額
が

下
が
り
そ
の
分
を
元
金
前

倒
し
す
る
た
め
元
金
が
上

が
っ
て
い
る
。

໰
（
磯
野
議
員
）

長
洲
港
の
改
修
で
図

面
と
イ
ラ
ス
ト
は
、
県
の

資
料
を
そ
の
ま
ま
出
し
た

の
か
。

౴
（
建
設
課
長
）

県
の
も
の
を
そ
の
ま

ま
引
用
し
て
い
る
部
分
も

あ
る
。

一
般
会
計

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

の
専
決
処
分
の
承
認

一
般
会
計
補
正
予
算

（
質
疑
）

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

任
期　

平
成
��
年
��
月
〜

　
　
　

平
成
��
年
��
月

　
「
本
町
に
お
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
、
財
政
的
問

題
が
あ
る
。
問
い
た
だ
し

た
い
。」
と
登
壇
後
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

தඌ　ਫ਼ಙࢯ෱Ӭ　ӫॿ議һ

ͷΧϑΣςϦΞڕۚ



5 潮さい（H31.2.15 No.136）

ఆ　ྫ　会

【
内
容
】

金
魚
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

行
政
財
産
→
普
通
財
産

※
行
政
財
産
と
は

公
用
ま
た
は
公
共
用
に

供
し
、
ま
た
は
供
す
る

こ
と
と
決
定
し
た
財
産

を
い
う
。

※
普
通
財
産
と
は

行
政
財
産
以
外
の
一
切

の
公
有
財
産
を
い
う
。

貸
し
付
け
、
交
換
、
売

り
払
い
、
譲
与
、
出
資

の
目
的
、
私
権
を
設
定

す
る
事
が
出
来
る
。

【
内
容
】

「
地
方
独
立
行
政
法
人
く

ま
も
と
県
北
病
院
機
構
設

立
組
合
」
か
ら
「
く
ま
も

と
県
北
病
院
機
構
設
立
組

合
」
に
名
称
変
更
。

【
内
容
】

　

人
事
院
勧
告
に
準
じ
た

職
員
給
与
の
適
正
化
を
図

る
た
め
。

໰
（
大
森
議
員
）

��
歳
に
達
し
た
職
員

は
昇
給
が
な
い
。
し
か
し
、

極
め
て
優
秀
な
方
は
、
こ

の
限
り
で
は
な
い
と
の
説

明
だ
が
客
観
的
に
評
価
で

き
る
基
準
は
あ
る
の
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

評
価
自
体
は
点
数
化

し
て
い
る
。

一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
改

正

熊
本
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
規
約
の
変

更 金
魚
と
鯉
の
郷
広
場

条
例
の
改
正

৹�ٞ�݁�Ռ　⿥શ議ҊՄܾ⿦

議Ҋ൪߸ ݅　　໊

前
田
美
和
子

中
川　

雅
明

福
本
み
や
子

大
森　

秀
久

竹
本　

信
次

荒
木　

睦
子

磯
野　
　

博

浦
邊　

朝
章

宮
本
哲
太
郎

濱
村　

芳
光

福
永　

栄
助

松
井　

一
也

濱
﨑　
　

久

徳
永　

範
昭

ঝ ೝ ୈ � ߸
ฏ੒�0೥౓長洲町Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ�߸ʣ
ͷઐܾॲ෼ͷঝೝΛٻΊΔ͜ͱʹ͍ͭͯ

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ �

ٞҊୈ29߸
熊本県ࢢ町ଜ૯߹ࣄ຿૊߹ن໿ͷҰ෦มߋʹ
͍ͭͯ

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ �

ٞҊୈ�0߸
長洲町Ұൠ৬ͷ৬һͷڅ༩ʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ
෦վਖ਼ʹ͍ͭͯ

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ �

ٞҊୈ�1߸ ͍ͯͭʹ৔৚ྫͷҰ෦վਖ਼޿ڷͷޥͱڕۚ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ �

ٞҊୈ�2߸
ฏ੒�0೥౓長洲町Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ�߸ʣ
ʹ͍ͭͯ

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ �

ٞҊୈ��߸
ฏ੒�0೥౓長洲町ࠃຽ݈߁อݥಛผձิܭਖ਼
༧ࢉʢୈ2߸ʣʹ ͍ͭͯ

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ �

ٞҊୈ��߸
ฏ੒�0೥౓長洲町ऀྸߴظޙҩྍಛผձิܭ
ਖ਼༧ࢉʢୈ2߸ʣʹ ͍ͭͯ

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ �

ٞҊୈ��߸
ฏ੒�0೥౓長洲町ਫಓۀࣄձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ1
߸ʣʹ ͍ͭͯ

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ �

ٞҊୈ�6߸ ͳ͕͢ະདྷؗͷࢦఆ؅ཧऀͷࢦఆʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ �

ಉ ҙ ୈ � ߸
長洲町ݻఆ࢈ࢿධՁ৹ࠪҕһձͷҕһͷબ೚
ʹ͍ͭͯ

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ �

熊本県ऀྸߴظޙҩྍ޿Ҭ࿈߹ٞձٞһͷબ
͍ͯͭʹڍ

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

੒ʜʓɹɹ൓ରʜʷɹɹࢍ ʢܽୀʣ੮ʜܽ
ˎٞ長͸දܾʹՃΘΓ·ͤΜɻ

条
例改正

な
ど
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」構
想
は
ど
う
な
っ
た

౴
「
み
な
と
」を
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

交
流
拠
点
と
し
て
整
備
し
た
い

໰
「
み
な
と
」
周
辺
を

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
交

流
拠
点
と
し
て
整
備
し
、

南
関
イ
ン
タ
ー
と
長
洲
港

や
名
石
浜
工
業
団
地
を
結

び
、
観
光
・
物
流
面
で
重

໰
み
な
と
オ
ア
シ
ス
構

想
の
一
環
と
し
て
、

５
年
間
取
り
組
ん
だ
長
洲

西
地
区
整
備
事
業
の
約
７

割
は
、
金
魚
と
鯉
の
郷
の

整
備
事
業
で
あ
る
。
有
明

海
に
沈
む
夕
日
を

見
な
が
ら
ナ
イ
ト

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
等

「
み
な
と
ま
ち
」
ら

し
い
景
観
を
楽
し

め
る
場
や
、
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
交
流

拠
点
と
し
た
「
港

づ
く
り
」
は
、
ど

う
な
っ
た
か
。

౴
（
町
長
）

有
明
海
の「
み

な
と
ま
ち
」
ら
し

い
景
観
の
視
点
か

要
な
「
赤
田
・
上
沖
洲

線
」
を
整
備
し
て
い
く
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
で
は
な
い
か
。

౴
（
町
長
）

県
へ
の
要
望
活
動
を

ら
地
域
の
魅
力
を
創
出
す

た
め
に
、「
み
な
と
」
を

核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

行
い
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

交
流
拠
点
と
し
て
今
後
整

備
し
て
い
き
た
い
。

行
い
、
国
道
２
０
８
号
以

南
の
道
路
整
備
の
検
討
会

が
設
置
さ
れ
、
早
期
着
工

に
向
け
県
、
荒
尾
市
、
長

洲
町
の
三
者
で
協
議
を
進

め
て
い
る
。
本
町
や
周
辺

市
町
の
発
展
に
欠
か
せ
な

い
重
要
な
道
路
と
し
て
、

早
期
整
備
を
図
り
た
い
。

໰
有
明
海
沿
岸
道
路

（
大
牟
田
〜
長
洲
）

延
伸
の
早
期
着
工
に
向
け

た
国
へ
の
要
望
活
動
に
よ

り
、
長
洲
ま
で
の
延
伸
整

備
計
画
は
、
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

౴
（
町
長
）

三
池
港
Ｉ
Ｃ
か
ら
荒

尾
競
馬
場
跡
地
ま
で
は
平

成
��
年
度
か
ら
着
手
さ
れ

測
量
、
調
査
設
計
、
用
地

買
収
と
進
ん
で
い
る
。
長

洲
町
ま
で
の
延
伸
に
つ
い

て
は
新
規
事
業
採
択
ま
で

至
っ
て
い
な
い
。
国
直
轄

に
よ
る
早
期
整
備
に
向
け

て
要
望
し
て
い
き
た
い
。

໰
向
野
・
平
原
線
道
路

整
備
は
今
年
度
で
完

了
す
る
。
完
了
後
、
腹
栄

中
学
校
西
側
の
住
宅
増
加

に
よ
り
、
さ
ら
に
利
用
者

が
多
く
な
っ
て
い
る
赤

田
・
腹
赤
線
の
道
路
改
良

を
行
う
と
な
っ
て
い
た
が
、

こ
の
道
路
改
良
整
備
計
画

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

౴
（
町
長
）

清
源
寺
地
内
の
住
宅

地
か
ら
町
道
向
野
・
平
原

線
ま
で
接
続
す
る
町
道
赤

田
・
腹
赤
線
の
道
路
整
備

状
況
は
、
町
道
向
野
・
平

原
線
と
の
交
差
点
付
近
か

ら
安
全
面
を
考
慮
し
、
約

��
ｍ
を
部
分
的
に
拡
幅
し

て
い
る
。
町
道
赤
田
・
上

沖
洲
線
の
整
備
計
画
を
見

な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早

く
実
施
し
た
い
。

౎ܭࢢըಓ࿏ͷૣظ੔උΛ

ͷಓͷӺ「ΈなͱΦΞγε」Λߓ

こ
れ
か
ら
の「
ま
ち
づ
く
り
」を
ど
う
す
る

౴
都
市
計
画
道
路
の
早
期
整
備
を
図
り
た
い

஛ຊ৴࣍議һ
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

保
健
師
の
取
り
組
み
状
況
は

౴
あ
ら
ゆ
る
疾
病
の

予
防
を
目
指
し
た
保
健
指
導

໰
長
洲
町
の
伝
統
文
化

を
継
承
す
る
た
め
、

学
校
行
事
の
文
化
祭
等
に

お
い
て
、
地
域
の
方
々
と

協
働
し
て
取
り
入
れ
る
の

໰
長
洲
町
に
は
正
規
職

員
の
保
健
師
が
８
名

い
る
が
、
１
人
当
た
り
で

何
名
の
町
民
の
方
が
対
象

に
な
っ
て
い
る
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

５
月
１
日
時
点
で
、

１
９
４
２
名
に
な
り
、
県

内
で
は
少
な
い
ほ
う
か
ら

��
番
目
の
順
位
と
な
る
。

໰
担
当
す
る
地
域
に
出

向
い
て
町
民
と
ど
の

よ
う
な
か
か
わ
り
を
持
っ

て
活
動
し
て
い
る
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

家
庭
訪
問
や
保
健
指

導
を
中
心
に
、
ま
た
、
特

定
健
診
の
結
果
説
明
会
や

健
康
教
育
な
ど
住
民
の

方
々
に
近
い
と
こ
ろ
に
出

は
ど
う
か
伺
う
。

౴
（
教
育
長
）

伝
統
文
化
を
継
承
す

る
こ
と
は
大
切
な
地
域
の

財
産
で
あ
る
。
総
合
学
習

向
い
て
行
っ
て
い
る
。

໰
町
の
さ
ま

ざ
ま
な
行

事
に
出
て
執
務

を
し
て
い
る

が
、
執
務
の
体

制
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
か
。

౴
（
福
祉
保
健

介
護
課
長
）

町
の
い
ろ
ん
な

イ
ベ
ン
ト
に
救

護
と
し
て
、
１

年
間
の
う
ち
昨

年
度
で
��
日
程

度
、
今
年
度
は

��
日
の
執
務
、

他
に
大
雨
や
台

風
な
ど
の
際
に

開
設
さ
れ
る
避

の
時
間
に
伝
統
産
業
の

金
魚
や
神
楽
体
験
学
習
な

ど
、
地
域
の
方
々
と
触
れ

合
う
機
会
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

໰
小
学
校
４
校
合
同
の

コ
ス
モ
ス
音
楽
祭
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
折
地
の

カ
イ
カ
イ
人
形
、
嫁
入
り

唄
等
伝
統
芸
能
の
取
り
入

れ
る
こ
と
は
ど
う
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

午
前
中
コ
ス
モ
ス
音

楽
祭
に
出
場
し
て
子
ど
も

た
ち
は
帰
っ
て
給
食
が
あ

り
、
時
間
の
調
整
が
難
し

い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
学

校
で
土
曜
日
授
業
で
、
歴

史
の
史
跡
め
ぐ
り
や
音
楽

集
会
や
花
い
っ
ぱ
い
運

動
、
み
の
り
の
里
ま
つ
り

等
で
、
伝
統
文
化
交
流
を

す
る
の
も
一
つ
の
考
え
で

は
と
考
え
て
い
る
。

難
所
の
対
応
と
し
て
、
２

名
体
制
で
巡
回
を
行
い
、

血
圧
測
定
や
健
康
状
況
の

確
認
や
相
談
を
受
け
、
町

民
の
皆
様
の
不
安
の
軽
減

に
努
め
て
い
る
。

ਆָはͪͨࢲが఻͑ͯい͖ます

長
洲
町
の
伝
統
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
継
承
を

౴
総
合
学
習
の
時
に
体
験
学
習
な
ど
触
れ
合
う
機
会
を
も
う
け
て
い
る

議һࢠ໦ກߥ

ͷຯํ߁は݈ͪͨࢲ
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

個
別
計
画
策
定
の
中
に
中
学
校
統
廃
合
検
討
は

౴
財
政
面
か
ら
だ
け
の
検
討
は
難
し
い

ү໺　ത議һ

໰
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
書
に
よ
れ

ば
、
今
後
��
年
間
、
２
０

５
６
年
ま
で
に
町
の
イ
ン

フ
ラ
系
施
設
整
備
に
約
６

１
８
億
円
の
更
新
費
用
が

発
生
す
る
。
厳
し
い
財
政

状
況
の
も
と
、
こ
の
よ
う

な
巨
額
な
費
用
を
ど
う
や

っ
て
捻
出
す
る
の
か
。
町

は
ど
の
よ
う
に
し
て
対
処

し
て
い
く
考
え
か
。

౴
（
町
長
）

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
更
新
を
設
定
し
、

将
来
人
口
や
利
用
者
数
、

将
来
財
源
を
鑑
み
、
事
後

保
全
型
管
理
か
ら
予
防
保

全
型
管
理
へ
移
行
す
る
と

と
も
に
、
更
新
の
際
に
は

施
設
の
複
合
化
、
集
約
化

等
に
よ
る
設
置
総
量
の
縮

減
な
ど
の
方
策
に
取
り
組

み
、
長
期
的
な
視
点
で
対

処
し
て
い
き
た
い
。

໰
計
画
書
の
費
用
予
測

で
は
下
水
道
の
更
新

と
学
校
施
設
の
更
新
に
多

く
費
用
が
見
込
ま
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
。

౴
（
総
務
課
長
）

そ
の
と
お
り
だ
。

໰
更
新
費
用
の
大
き
な

部
分
だ
が
ど
の
よ
う

な
検
討
が
町
は
で
き
る
の

か
。౴

（
総
務
課
長
）

長
寿
命
化
に
よ
る
縮

減
で
あ
っ
た
り
、
適
正
規

模
へ
の
見
直
し
等
の
検
討

は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

໰
こ
の
ま
ま
行
け
ば
、

町
の
運
営
が
で
き
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

そ
れ
ら
に
対
応
す
る

た
め
に
個
別
計
画
を
策
定

し
進
め
て
い
く
。

໰
個
別
の
計
画
は
い
つ

頃
出
来
上
が
る
の
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

��
年
度
ま
で
策
定
の

計
画
を
立
て
て
い
る
。

໰
学
校
施
設
の
統
廃
合

と
い
っ
た
思
い
切
っ

た
考
え
が
必
要
で
は
な
い

か
。౴

（
総
務
課
長
）

教
育
現
場
の
あ
り
方

や
、
児
童
数
の
推
移
、
財

政
の
見
直
し
も
あ
る
が
、

そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

໰
学
校
施
設
６
校
を
維

持
し
て
本
町
は
存
続

で
き
る
の
か
。
統
廃
合
を

避
け
て
将
来
的
に
対
応
で

き
る
の
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

６
校
維
持
管
理
に
は

大
き
な
費
用
が
か
か
る
と

思
っ
て
い
る
。
６
校
必
要

と
な
れ
ば
町
事
業
全
体
の

中
で
優
先
順
位
を
つ
け
な

が
ら
予
算
を
作
っ
て
い
く

形
に
な
る
。

໰
個
別
計
画
策
定
と
同

時
に
並
行
し
て
統
廃

合
の
検
討
が
必
要
で
は
な

い
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

効
果
額
等
の
試
算
に

つ
い
て
は
、
今
後
並
行
し

て
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
思
う
が
、
統
廃
合
自

体
の
検
討
に
つ
い
て
は
個

別
計
画
後
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
財
政
面
か
ら
だ

け
の
統
廃
合
検
討
は
な
か

な
か
難
し
い
と
考
え
る
。

৽අ༻がൃੜすΔߋըॻによれ͹����೥までに���ԯԁܭ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

本
町
出
身
の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
候
補
選
手
の
応
援
会
を

౴
情
報
交
換
を
図
り
検
討
し
た
い

Ӝᬑேষ議һ

外
国
人
技
能
実
習
生
の
現
況
は

౴
ご
み
出
し
に
関
す
る

マ
ナ
ー
違
反
な
ど
あ
る

໰
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
い
だ
て
ん
」
に
玉

名
市
・
和
水
町
に
ゆ
か
り

あ
る
金
栗
四
三
さ
ん
（
マ

ラ
ソ
ン
の
父
）
が
決
定
し

脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

　

本
町
で
も
長
洲
マ
ラ
ソ

ン
大
会
等
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
繋
げ
て
い
け
な
い

໰
本
町
に
お
け
る
技
能

実
習
外
国
人
の
現
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

౴
（
町
長
）

��
月
末
で
４
７
７
名

の
外
国
人
が
在
住
、
国
籍

は
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
中
国
等
、
産
業
別
は

船
舶
製
造
業
、
ア
ル
ミ
サ

ッ
シ
製
造
業
、
農
業
の
順
、

住
ま
い
は
、
社
宅
、
ア
パ

ー
ト
や
賃
貸
住
宅
。
住
民

登
録
も
必
要
。
近
隣
住
民

と
の
ト
ラ
ブ
ル
は
ご
み
出

し
に
関
す
る
マ
ナ
ー
違
反

な
ど
が
地
元
区
長
さ
ん
へ

か
伺
う
。

౴
（
教
育
長
）

長
洲
マ
ラ
ソ
ン
大
会

は
今
回
で
��
回
に
な
る
競

技
性
の
強
い
大
会
で
あ
る

が
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
ッ

プ
部
門
を
設
け
タ
イ
ム
を

気
に
せ
ず
、
誰
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し

上
が
っ
て
い
る
。

໰
在
留
カ
ー
ド
の
確
認

は
ど
う
し
て
い
る
か

伺
う
。

౴
（
住
民
環
境
課
長
）

在
留
カ
ー
ド
で
生
年

た
。
さ
ら
に
競
技
内
容
も

含
め
関
係
各
所
と
協
議
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

໰
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
候
補
に
本
町
出
身

の
島
川
慎
一
氏
が
ウ
ィ
ル

チ
ェ
ア
ー
ラ
グ
ビ
ー
選
手

と
し
て
上
が
っ
て
い
る
が
、

応
援
会
の
設
立
や
支
援
金

の
募
集
等
行
っ
て
は
ど
う

か
伺
う
。

౴
（
町
長
）

島
川
選
手
は
、
前
回

の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大

会
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ

れ
た
後
、
２
０
１
６
年
母

校
腹
栄
中
学
校
で
講
演
会

及
び
町
表
彰
式
を
開
催
し

同
校
の
生
徒
、
六
栄
・
腹

赤
小
学
校
の
５
・
６
年
生

及
び
近
隣
住
民
の
方
に
貴

重
な
体
験
談
を
話
さ
れ
、

獲
得
さ
れ
た
銅
メ
ダ
ル
を

披
露
さ
れ
た
。
応
援
会
設

立
や
支
援
金
の
募
集
に
つ

い
て
、
町
と
し
て
今
後
、

関
係
各
所
と
情
報
交
換
を

図
り
検
討
し
て
い
き
た

い
。

月
日
・
国
籍
・
在
留
期
間
。
在

留
資
格
等
確
認
し
て
い
る
。

໰
外
国
人
技
能
実
習
生

の
滞
在
期
間
は
何
年

ま
で
可
能
か
伺
う
。

౴
（
住
民
環
境
課
長
）

一
号
で
１
年
、
二
号

で
２
年
、
三
号
で
２
年
で

通
算
で
５
年
ま
で
滞
在
で

き
る
。

　

特
定
技
能
一
号
の
場
合

は
最
長
５
年
ま
で
だ
が
、

特
定
技
能
二
号
の
場
合
、

期
限
に
制
限
が
な
い
。

ύϥϦϯϐοΫग़৔ΛԠԉ͠よ͏

ごΈग़͠ΧϨϯμʔ
ʢϚφʔΛकΖ͏ʣ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

長
洲
中
学
校
暴
力
事
件
の
真
相
を
問
う

౴
訴
訟
中
で
答
弁
を
控
え
る

ᖛ⃻　ٱ議һ

໰
平
成
��
年
９
月
��
日
、

複
数
の
新
聞
報
道
に

よ
れ
ば
、
町
は
存
在
し
な

い
と
さ
れ
て
い
た
ア
ン
ケ

ー
ト
が
一
転
し
て
別
の
訴

訟
に
証
拠
提
出
し
て
い
た

こ
と
が
、
関
係
者
へ
の
取

材
で
判
明
し
た
と
報
じ
ら

れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト

も
記
録
も
な
い
と
の
公
式

答
弁
を
し
て
き
た
町
は
、

報
道
ど
お
り
と
す
れ
ば
だ

ま
し
た
理
由
は
何
か
。

౴
（
教
育
長
）

訴
訟
中
で
答
弁
を
控

え
る
。

໰
そ
れ
で
は
新
聞
報
道

は
ウ
ソ
だ
っ
た
と
い

う
の
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

新
聞
記
事
は
ウ
ソ
で

は
な
い
。

໰
新
聞
は
、
当
時
の
校

長
が
担
任
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
を
受

け
て
作
成
し
た
メ
モ
を
提

出
し
た
と
報
じ
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
も
記
録
も
な

い
と
言
っ
て
き
た
こ
と
も

併
せ
て
ウ
ソ
だ
っ
た
の
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

ウ
ソ
で
は
な
い
。
裁

判
の
過
程
に
お
い
て
出
て

き
た
も
の
を
、
誠
実
に
対

応
し
て
き
た
わ
け
で
あ

る
。

໰
資
料
が
あ
っ
た
こ
と

は
い
つ
わ
か
っ
た
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

原
告
か
ら
請
求
が
あ

っ
て
５
月
に
調
査
し
た
。

໰
証
言
は
２
月
７
日
に

あ
っ
て
い
る
の
に
、

原
告
か
ら
請
求
が
な
か
っ

た
ら
無
視
す
る
つ
も
り
だ

っ
た
の
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

何
度
も
繰
り
返
し
に

な
る
が
、
裁
判
を
行
う
中

で
対
応
し
て
き
た
も
の
で

あ
る
。

໰
だ
ま
し
た
理
由
は
何

か
。
町
民
に
知
ら
せ

た
く
な
か
っ
た
か
ら
か
、

町
は
ア
ン
ケ
ー
ト
も
記
録

も
な
い
と
し
て
い
る
、
そ

れ
が
２
月
７
日
、
校
長
の

証
言
で
わ
か
っ
た
な
ら
、

そ
の
時
点
で
答
弁
の
訂
正

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

何
回
も
申
し
上
げ
て

い
る
が
、
裁
判
を
行
っ
て

い
く
過
程
の
中
で
調
査
し

て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

໰
新
聞
報
道
さ
れ
る
前

日
、
こ
の
こ
と
を
質

問
し
た
と
き
、
な
ん
で
あ

り
ま
し
た
と
本
当
の
こ
と

を
言
わ
な
か
っ
た
の
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

教
育
長
と
相
談
し
た

上
で
対
応
し
た
。

໰
教
育
長
は
、
こ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
資
料
を

見
て
決
裁
し
た
の
か
。

౴
（
教
育
長
）

議
会
に
ご
報
告
が
遅

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
本

当
に
お
わ
び
す
る
。

໰
義
務
教
育
の
名
の
も

と
に
、
親
は
子
ど
も

を
学
校
に
預
け
て
い
る
。

　

授
業
中
の
教
諭
は
、
事

件
の
瞬
間
を
見
落
と
し
て

い
る
。
親
は
心
配
で
あ
る
。

　

学
校
教
育
は
、
学
校
の

中
で
、
子
ど
も
を
安
全
に

守
り
、
安
全
な
教
育
が
で

き
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う

シ
ス
テ
ム
を
作
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

௕ऱதֶߍ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

も
の
づ
く
り
事
業
の
更
な
る
推
進
を

౴
キ
ッ
ト
工
場
を
作
り
上
げ
て
い
け
ば
活
性
化
に
つ
な
が
る

લాඒ࿨ࢠ議һ

໰
平
成
��
年
度
よ
り
、

も
の
づ
く
り
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
現
状
を

伺
う
。

౴
（
町
長
）

金
魚
の
館
で
の
も
の

づ
く
り
教
室
や
フ
ェ
ア
を

開
催
、
ま
た
、
介
護
予
防

拠
点
、
小
学
校
、
保
育
所
、

幼
稚
園
で
幅
広
く
行
い
、

木
の
良
さ
や
認
識
を
高
め

て
い
る
。

໰
金
魚
の
館
で
の
参
加

者
と
観
光
面
で
の
現

状
は
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

も
の
づ
く
り
教
室
が

��
年
度
ま
で
２
６
３
９
名
、

フ
ェ
ア
が
２
万
４
０
０
０

名
の
参
加
、
効
果
と
し
て

は
、
も
の
づ
く
り
を
通
し

て
世
代
間
の
交
流
が
図
ら

れ
P
R
に
つ
な
が
っ
て

お
り
来
場
者
も
増
加
し
て

い
る
。

໰
介
護
予
防
拠
点
に
お

け
る
も
の
づ
く
り
事

業
の
参
加
者
と
成
果
は
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

参
加
者
は
平
成
��
年

度
よ
り
１
７
８
１
名
。
成

果
は
、
活
動
実
績
が
伸
び

要
介
護
認
定
率
の
低
下
及

び
介
護
保
険
給
付
費
の
抑

制
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

໰
木
育
推
進
員
の
数
と

活
動
状
況
は
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

１
８
３
名
い
る
。
も

の
づ
く
り
フ
ェ
ア
で
の
指

導
及
び
地
域
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

໰
立
野
地
区
で
は
、
ヒ

ノ
キ
の
チ
ッ
プ
を
使

っ
て
素
晴
ら
し
い
作
品
づ

く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

他
の
地
域
に
も
広
げ
る
考

え
は
な
い
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

大
き
な
成
果
の
一
つ

と
考
え
る
。
他
の
地
域
へ

の
支
援
の
形
を
検
討
し
て

い
く
。

໰
小
学
校
や
保
育
園
な

ど
に
お
け
る
も
の
づ

く
り
活
動
の
状
況
と
そ
の

成
果
は
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

ふ
る
さ
と
塾
に
お
い

て
実
施
。
１
１
６
名
参
加

し
て
い
る
。
木
の
ぬ
く
も

り
に
触
れ
、
作
り
上
げ
る

喜
び
、
や
り
遂
げ
る
大
切

さ
を
学
ん
で
い
る
。

౴
（
子
育
て
支
援
課
長
）

六
栄
保
育
所
で
は
、

ミ
ニ
カ
ー
の
製
作
を
行
っ

て
い
る
。
集
中
力
と
作
る

楽
し
さ
を
覚
え
、
満
足
感

に
満
ち
あ
ふ

れ
た
様
子
で

あ
る
。

໰
も
の
づ

く
り
事

業
は
多
く
の

成
果
を
も
た

ら
し
て
い
る

が
、
将
来
的

に
継
続
し
て

い
く
為
に
は

安
定
し
た
キ

ッ
ト
づ
く
り

が
必
要
で
は
。

౴
（
町
長
）

木
育
推

進
員
と
地
域

が
連
携
す
る

こ
と
が
も
の
づ
く
り
の
発

展
に
つ
な
が
る
。
そ
の
た

め
に
も
安
定
し
た
キ
ッ
ト

づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
長

洲
町
で
キ
ッ
ト
工
場
的
な

も
の
を
作
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

෱ΛݺͿ໳দͮ͘り「ݹ৓۠」

ͻͷ͖νοϓがૉఢなΠϯςϦΞにʂʂ「ཱ໺۠」
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

通
学
路
、危
険
箇
所
安
全
対
策
は

౴
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
施
工
を
前
向
き
に
検
討
す
る

த઒խ໌議һ

長
洲
中
で
の
自
転
車
通
学

本
町
の
安
全
指
導
は

౴
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
と
連
携
し
、

取
り
組
ん
で
い
く

໰
通
学
路
の
安
全
対
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は
施
工

が
簡
単
、
安
価
で
あ
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
認
性
に

໰
長
洲
中
に
お
い
て
、

保
護
者
の
要
望
に
よ

り
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
自

転
車
通
学
が
始
ま
っ
た
。

生
徒
へ
の
安
全
指
導
は
。

౴
（
教
育
長
）

４
月
か
ら
の
実
施
に

向
け
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
と
連

携
し
、
情
報
交
換
を
交
え

な
が
ら
生
徒
が
無
事
故
で

登
下
校
で
き
る
よ
う
取
り

組
む
。

໰
「
夢
づ
く
り
ト
ー
ク
」

の
な
か
で
、
中
学
生

か
ら
「
冬
。
下
校
中
、
暗

い
。
街
灯
増
や
し
て
欲
し

い
。」
と
の
要
望
が
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
３
年
が
経

っ
た
今
、
町
は
ど
の
よ
う

訴
え
る
。
歩
行
者
は
、
目

印
に
安
全
に
歩
く
こ
と
が

で
き
る
。
近
隣
の
市
町
村

に
お
い
て
も
近
年
広
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
施
工
法
、

な
取
り
組
み
を
さ
れ
た
の

か
。౴

（
総
務
課
長
）

防
犯
灯
の
設
置
、
Ｌ

取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

౴
（
町
長
）

大
牟
田
市
を
視
察
し

て
き
た
。
本
町
の
子
ど
も

た
ち
や
町
民
の
方
が
歩
く

と
き
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

は
必
要
と
思
う
。
予
算
の

範
囲
内
で
は
あ
る
が
、
設

置
し
て
い
く
。

໰
信
号
機
が
な
い
小
中

学
校
近
く
の
横
断
歩

道
。
黒
色
で
塗
装
さ
れ
て

い
な
い
部
分
に
も
、
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
を
施
工
さ
れ

て
は
。

౴
（
建
設
課
長
）

視
認
性
を
高
め
る
に

は
、
カ
ラ
ー
舗
装
は
有
効

な
手
段
。
町
内
に
も
通
行

量
の
多
い
箇
所
に
は
、
施

工
済
十
数
カ
所
あ
る
。
し

か
し
、
緑
色
で
は
な
い
。

学
校
周
辺
、
交
通
量
、
色

等
、
検
討
し
実
施
に
向
け

検
討
す
る
。

Ｅ
Ｄ
灯
へ
の
交
換
は
、
��

年
度
��
カ
所
。
��
年
度
��

カ
所
。
��
年
度
��
月
ま
で

９
カ
所
実
施
し
て
い
る
。

※
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

交
通
事
故
防
止
を
目
的
に
ド
ラ

イ
バ
ー
が
車
道
と
路
側
帯
を
視

覚
的
に
、よ
り
明
瞭
に
区
分
で

き
る
よ
う
に
設
置
す
る
も
の
。

ʣߍʢখֶࢠதͷ༷ߍొ

ࣗసं௨ֶͷ༷ࢠʢதֶੜʣ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

世
代
間
交
流
で
町
を
活
性
化
さ
せ
る
に
は

౴
教
育
委
員
会
と
各
課
が
積
極
的
に
交
流
を
支
援
し
て
い
く

෱ຊΈ΍ࢠ議һ

協
働
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
を
促
す
に
は

౴

丁
寧
な
説
明
で
町
民
と
の

共
有
や
理
解
を
深
め
て
い
く

໰
げ
ん
き
の
館
で
の
世

代
間
交
流
は
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

毎
月
げ
ん
き
の
日
を

設
け
こ
ど
も
の
海
保
育
園

児
と
相
互
訪
問
し
て
い

໰
協
議
会
、
審
議
会
に

は
多
種
多
様
な
人
材

が
必
要
だ
。
女
性
の
登
用

は
進
ん
で
い
る
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

��
・
１
％
で
県
下
２

位
と
な
っ
て
い
る
。

໰
出
さ
れ
た
意
見
は
協

議
に
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

地
方
創
生
事
業
の
数

値
目
標
や
事
業
内
容
の
見

る
。
腹
赤
小
４
年
生
も
訪

問
し
て
い
る
。
子
ど
も
の

声
が
高
齢
者
に
活
力
を
与

え
る
な
ど
大
変
好
評
で
、

今
後
増
や
し
て
い
き
た

い
。

直
し
な
ど
に
反
映
さ
せ
て

い
る
。
顔
の
見
え
る
関
係

が
出
来
、
提
案
も
戴
い
て

い
る
。

໰
若
い
世
代
の
将
来
的

視
点
や
新
鮮
な
感
性

を
ま
ち
づ
く
り
に
期
待
し

た
い
。

౴
（
総
務
課
長
）

組
織
の
目
的
に
合
っ

た
人
選
を
進
め
て
い
る
が
、

勤
務
の
都
合
上
若
い
世
代

の
参
加
が
な
い
状
況
だ
。

໰
中
学
校
で
の
世
代
間

交
流
は
あ
る
の
か
。

౴
（
教
育
長
）

授
業
の
一
環
で
生
徒

が
卒
園
し
た
園
で
の
保
育

体
験
を
し
て
い
る
。
教
室

で
は
見
ら
れ
な
い
素
晴
ら

し
い
表
情
が
見
ら
れ
る
。

働
き
盛
り
の
卒
業
生
に
よ

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
話
が

始
ま
っ
た
。
進
路
決
定
に

役
立
つ
だ
ろ
う
。
聴
く
態

度
な
ど
も
良
く
、
更
に
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

໰
各
種
団
体
は
高
齢
化

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
な
ど
で
会
員
が
減

少
し
活
動
に
活
気
が
見
ら

れ
な
い
状
況
だ
。
子
ど
も

会
運
動
会
と
老
連
運
動
会

を
発
展
的
合
同
交
流
会
に

す
る
な
ど
も
今
後
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

各
種
団
体
間
を
取
り
持

ち
課
題
を
共
有
し
合
い
幅

広
い
情
報
交
換
の
場
を
創

る
支
援
を
し
て
ほ
し
い
。

౴
（
生
涯
学
習
課
長
）

個
別
の
会
議
に
出
向

き
活
動
状
況
や
課
題
、
悩

み
な
ど
を
集
約
し
、
関
係

団
体
同
士
の
情
報
交
換
の

場
を
持
つ
よ
う
検
討
し
た

い
。

໰
次
世
代
を
育
て
る
た

め
、
行
政
に
関
心
を

持
ち
意
見
や
考
え
を
話
せ

る
環
境
づ
く
り
や
、
委
員

任
期
終
了
後
も
参
画
意
識

を
持
ち
、
ま
ち
づ
く
り
へ

つ
な
げ
る
工
夫
が
必
要
だ
。

౴
（
総
務
課
長
）

公
募
を
積
極
的
に
行

い
た
い
。
提
言
や
プ
ラ
ン

な
ど
に
感
謝
を
伝
え
、
町

政
に
参
加
し
て
も
ら
う
よ

う
各
課
と
検
討
す
る
。

Թ͔な;れ͋いでসإがいͬͺいʂ

まͪͮ͘りにͪͨ܅ͷྗがඞཁだ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

歯
科
口
腔
健
診
に
力
を
入
れ
る
べ
き
町
の
考
え
は

౴
生
活
習
慣
病
に
も
影
響
が
あ
り
、
非
常
に
重
要
と
認
識
し
て
い
る

େ৿लٱ議һ

໰
健
康
管
理
の
上

か
ら
歯
科
口
腔

健
診
に
力
を
入
れ
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う

考
え
る
か
伺
う
。

౴
（
町
長
）

糖
尿
病
や
心
臓

病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
に
も
影
響
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

໰
後
期
高
齢
者
の

健
診
に
は
歯
科

検
診
が
入
っ
て
い
る

が
、
特
定
健
診
に
も

歯
科
検
診
を
検
討
で

き
な
い
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

歯
科
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
予
算
の

議
論
を
し
て
お
り
、

何
か
事
業
化
で
き
な

い
か
検
討
段
階
に
入

っ
て
い
る
。

໰
災
害
発
生
時
の

発
達
障
が
い
者
、

発
達
障
が
い
児
の
避

難
の
現
状
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

౴
（
町
長
）

ま
ず
み
ず
か
ら

の
命
の
安
全
確
保
の

た
め
、
指
定
避
難
所
へ

避
難
し
て
い
た
だ
く
。

そ
の
後
必
要
に
応
じ
、

福
祉
避
難
所
へ
移
動

す
る
こ
と
に
な
る
。

໰
熊
本
県
に
は
北

部
と
南
部
、
熊

本
市
に
発
達
障
が
い

者
支
援
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
、
そ
こ
か
ら
市

町
村
の
担
当
者
に
発

໰
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
利
用
し
て
、

青
少
年
向
け
に
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
の
演
奏

会
を
催
す
こ
と
が
で

き
な
い
か
伺
う
。

౴
（
教
育
長
）

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

の
演
奏
会
と
な
る
と
、

多
額
の
経
費
が
見
込

ま
れ
、
指
定
管
理
者

か
ら
も
提
案
が
な
い

が
、
今
後
協
議
し
た
い
。

໰
未
来
館
に
は
ク

ラ
シ
ッ
ク
演
奏

に
必
要
な
反
響
板
は

備
え
て
あ
る
か
。

౴
（
生
涯
学
習
課
長
）

反
響
板
は
備
え

達
障
が
い
者
が
安
心

し
て
過
ご
せ
る
避
難

所
と
い
う
も
の
が
発

行
さ
れ
て
い
る
が
知

っ
て
い
る
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

熊
本
県
北
部
発

達
障
が
い
者
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
訪
問
が

あ
り
、
説
明
を
受
け

て
い
る
。
町
の
窓
口

に
も
利
用
者
、
地
域

や
家
族
向
け
に
周
知

で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

て
い
る
。

໰
そ
う
で
あ
れ
ば

色
々
企
画
で
き

る
。
も
と
も
と
ピ
ア

ノ
は
備
品
と
し
て
あ

る
が
、
ギ
タ
ー
一
本

で
も
素
晴
ら
し
い
曲

が
聴
け
る
。
ま
た
、

少
額
で
も
予
算
を
確

保
し
教
室
や
体
育
館

も
含
め
考
え
ら
れ
な

い
か
。

౴
（
生
涯
学
習
課
長
）

各
学
校
か
ら
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
演

奏
会
計
画
に
つ
い
て
、

相
談
に
対
応
で
き
る

よ
う
検
討
し
た
い
。

ֶ ೥ Ոۂ࡞ ໨ۂ δϟϯϧ ೥୅ۂ࡞

খֶ̑೥ੜ ΤϧΨʔ Җ෩ಊʑ ۂਐߦ ل20ੈ

খֶ̒೥ੜ ϗϧετ ૊ۂʮ࿭੕ʯ͔ Β໦੕ ۂָݭ؅ ل20ੈ

தֶ̍೥ੜ
ϏόϧσΟ Βʮय़ʯ͔ق࢛ όΠΦϦϯڠ૗ۂ ل18ੈ

γϡʔϕϧτ ຐԦ Վۂ ل19ੈ

தֶ̎೥ੜ

தֶ̏೥ੜ

ϞʔπΝϧτ ϨΫΠΤϜ͔ΒϥΫϦϞαʢྦͷ೔ʣफۂڭ ل18ੈ

εϝλφ զ͕૆ࠃΑΓʮϞϧμ΢ʯ ࿈ࢻڹަ࡞ ل19ੈ

ϕʔτʔϕϯ ୈ�൪ϋ୯ௐʮӡ໋ʯۂڹަ ۂڹަ ل19ੈ

ϩυϦʔΰ ΞϥϯϑΣεڠ૗ۂ Ϊλʔڠ૗ۂ ل20ੈ

γϣύϯ Τνϡʔυϋ୯ௐʮֵ໋ʯ ϐΞϊۂ ل19ੈ

ˎ͍ͣΕ΋名ۂ͹͔ΓੜͰௌ͘ػձ͕ͳ͍΋ͷ ʂ͔

災
害
発
生
時
の

発
達
障
が
い
者
の
避
難
の
現
状
は

青
少
年
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

演
奏
会
が
で
き
な
い
か

౴

命
の
安
全
を
確
保
し

必
要
に
応
じ
福
祉
避
難
所
へ

౴

多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
、

指
定
管
理
者
と
検
討
し
た
い

ʲ খதֶߍでֶͿΫϥγοΫԻָؑ৆ۂʬ෦෼ʭ ʳ
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那
覇
市
田
原

小
禄
・
鏡
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

⑴	

小
禄
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
小
学
校

４
校
、
中
学
校
２
校
の
給
食
３
６
０

０
食
を
実
施
し
て
い
る
。
毎
月
��
日
は
、

食
育
の
日
で
郷
土
料
理
や
子
ど
も
た

ち
の
献
立
が
あ
る
。
所
長
以
下
��
名
（
栄

養
士
２
名
・
調
理
員
��
名
）
で
配
食
。

⑵
鏡
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

��
年
７
月
設
置
で
２
校
へ
１
４
０
０

食
を
実
施
し
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、

鏡
原
中
学
校
の
改
築
に
併
せ
て
建
設

さ
れ
、
国
の
学
校
給
食
衛
生
管
理
基

準
に
沿
っ
た
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
が
導

入
さ
れ
て
い
る
。
調
理
場
内
は
、
汚

染
作
業
区
域
と
非
汚
染
作
業
区
域
を

明
確
に
区
分
し
、
食
材
の
受
け
渡
し
は
、

パ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
い
、
衛

生
管
理
が
徹
底
し
て
い
る
。
厨
房
機

器
も
最
新
の
機
器
が
導
入
さ
れ
て
い

る
。
所
長
以
下
��
名
（
栄
養
士
１
名
・

調
理
員
��
名
）
で
配
食
。

　

今
回
の
視
察
研
修
を
今
後
の
本
町
の

施
策
の
参
考
に
し
た
い
。

沖
縄
県
中な

か
ぐ
す
く
そ
ん

城
村

⑴	

２
０
１
８
年
か
ら

学
力
向
上
な
ど
を

目
的
に
小
学
生
１

〜
３
年
生
の
学
級

数
を
増
や
し
、
１

学
級
��
人
程
度
の

小
規
模
学
級
の
導

入
を
実
施
。

	

中
城
小
、
津
覇
小
２
校
で
７
学
級
が
増

え
、
教
員
も
７
名
増
え
た
。

	

増
員
分
は
村
独
自
に
雇
用
、
約
３
５
０

０
万
円
の
負
担
増
と
な
っ
た
。

⑵	

中
城
村
学
力
向
上
モ
デ
ル
事
業　

２
０

１
８
〜
２
０
２
１
年
度
（
琉
球
大
学
と

協
力
）

	

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査　

児
童
数
が
小
規
模

な
ほ
ど
、
子
ど
も
に
与
え
る
影
響
は
良

好
な
こ
と
が
証
明

沖
縄
県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

⑴	

沖
縄
独
自
の
種
苗
生
産
技
術
に
よ
り
重

要
魚
介
類
の
放
流
及
び
養
殖
用
種
苗
を

量
産
・
供
給
。

⑵	

水
産
資
源
の
保
護
・
管
理
意
識
の
啓
発

と
養
殖
業
の
振
興
に
努
め
て
い
る
。

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会

平
成
30
年
11
月
６
日（
火
）〜
８
日（
木
）

　

��
音
で
表
現
す
る
俳
句
は

日
本
語
学
習
に
な
る
と
思
う

が
、
町
の
主
催
で
俳
句
を
ツ

ー
ル
に
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
、

ま
ち
お
こ
し
に
生
か
す
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

質　

問　

①

　

ま
ち
づ
く
り
で
金
魚
は
重

要
な
位
置
づ
け
だ
。
金
魚
は

夏
の
季
語
だ
が
、
夏
を
迎
え

る
時
期
に
恒
例
行
事
に
で
き

な
い
か
。 質　

問　

②

平
成
��
年
９
月
定
例
会
議
会　

一
般
質
問

　

今
は
俳
句
ブ
ー
ム
で
学
校

に
も
投
稿
や
参
加
の
知
ら
せ

も
来
て
い
る
。
い
い
ア
イ
デ

ア
な
の
で
文
化
協
会
の
方
々

と
も
計
画
を
し
て
い
き
た
い
。

答　

弁　

①

　

俳
句
を
通
し
て
町
を
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
し
ろ
と
提
案
さ
れ
た
。

来
年
の
金
魚
と
鯉
の
郷
ま
つ

り
の
時
に
で
も
検
討
し
た
い
。

答　

弁　

②

そ
の
後

　

昨
年
の
金
魚
と
鯉
の
郷
ま
つ
り
に
際
し
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

俳
句
を
募
集
し
、
��
人
の
方
か
ら
��
句
の
投
稿
が
あ
り
、
優
秀
作
２

句
を
表
彰
し
た
。
今
年
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

あん質問はどがんなった追跡レポート

視
察
研
修
報
告
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次の定例会は

開会の予定です

˞Ұൠ࣭໰ͷ಺༰はொϗʔϜϖʔδで
　Ӿ覧で͖ます。

皆さん傍聴に出てこんね！

次の定例会は
皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！

˙໰い߹Θͤઌ

ి࿩　
議会ࣄ຿ہ
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ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

　
「
平
成
が
始
ま
っ
た
の
は

１
９
８
９
年
１
月
８
日
。
昭

和
か
ら
平
成
の
改
元
の
き

っ
か
け
は
天
皇
陛
下
の
崩

御
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
回

の
改
元
は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
に
よ
る
陛
下
の
訴
え

と
、
そ
れ
を
受
け
止
め
た
国

民
の
共
感
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
。
平
成
へ
の
惜
別

と
次
の
時
代
へ
の
期
待
感

の
中
で
そ
の
と
き
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
の
数
年
間
は
、
日
本
の
歴

史
に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
が

刻
ま
れ
る
よ
う
な
大
き
な

出
来
事
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
本
町
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
く
か
、
し
っ
か
り

と
見
定
め
て
い
き
た
い
。�

�

（
磯
野
）

N
o.136
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広
報
委
員

委
員
長
　
濱
村
　
芳
光

副
委
員
長
　
前
田
美
和
子

委
　
員
　
中
川
　
雅
明

委
　
員
　
大
森
　
秀
久

委
　
員
　
荒
木
　
睦
子

委
　
員
　
磯
野
　
　
博

委
　
員
　
福
永
　
栄
助

発
行
責
任
者

議
　
長
　
徳
永
　
範
昭

傍聴席から一言

町民の声

ɹொٞձ౳、ࠓまͰはແԑͳものとͬࢥていま

し͕ͨ、ࠓճ、קΊΒΕてॳΊて๣ௌしてΈま

しͨ。๣ௌしてΈΔと、ٞ һのํは、質問すΔ͜

との४උ、ษڀݚ、ڧ౳をॆ෼͞Ε質問に౰ͨͬ

ていΔ͜と、まͨ、ொࣥߦ部は、ٞ һのଟذͳ質

問にରすΔ、一問一౴の৻ॏͳ౴หͰରԠ͞Ε、

ͦΕͧΕのཱ৔Ͱۤ࿑͞ΕていΔ༷͕ࢠ෼͔Γ

ましͨ。

ɹࠓճ、๣ௌしͨ͜とͰ、ٞ ձに͓͚Δ質ٙԠ

౴͕、͜ Μͳにもେมͳものͳの͔と、ٞ ձは

ொのͨΊに஌ܙを出し߹͏৔Ͱ͋Δのͩと࣮ײ

し、ொٞձの͋Γํ͕গし෼͔ͬͨΑ͏ͳ͕ؾ

します。

ไ෣会
ɹͪͨࢲไ෣ձはެຽؗ׆ಈの一؀として、೔

ຊのݹయをགྷΓを௨してཧղし、まͨ、݈ を߁

कΓকདྷ΁Ҿ͖͙ܧ౳のझҙ͔Β࢝Ίましͨ。

ຖ݄ୈ̐౔༵೔の࣌��ʙ࣌��にதԝެຽؗͰ

ͰָしΜͰ໊��ࡏݱ。ྉはແྉͰすۀい、तߦ

います。ಐག、Վགۂ౳もऔΓೖΕ、ָ しいؒ࣌

Ͱす。Ͳ͏ָͧؾにݟに͓いͰͩ͘͞い。͓ ଴

ͪしています。ಛに͓͞ࢠΜͨͪのࢀՃのଟい

͜とをر๬します。

町民のひろば
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